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幕
末
期
肥
前
多
久
地
方
に
お
け
る
炭
坑
労
働
者
の

一
考
察

ω

秀

村

選

三

⑤

嘉

永

四
年

十

一
月

に

は
多

久

領

高

木

川
内

石

炭

山

の
棟

梁

で
あ

っ
た

四

下

村

の
安

太

夫

は
、

そ

の
配

下

の
掘

子

達

が

柱

取

り

5
を

な

し

た

た

め

逼

塞

を

命

ぜ

ら

れ

て

い
る
。

し

か
も
、

そ

の
前

年

夏

に
も

彼

の
配

下

の
大

村
領

其

他

他

領

よ

り

の
掘

子

が

柱

倒

し
を

し

て
逃

亡

し

た

に
も

か

か
わ

ら

ず

、

元

方

へ
届

け

出

な

か

っ
た

こ
と

も

今

回

の
処

罰

に
大

き

く
影

響

し

て

い

た
。

『
御

手

当

帳

』

(
嘉

永

三

年

戌

九

月

よ

り

)

の
中

に
次

の

よ

う

に
見

え

て

い
る
。

「
仰
渡

四
下
村

安
太
夫

其
方
儀
、
高
木
川
内
石
炭
山
棟
梁

二
相
部
リ
居
候

二
付
而

ハ
、
御
法
違
候
儀
ホ

無
之
様
可
心
懸
候
処
、
其
儀
不
行
届
、
多
久
町
嘉
平
其
外
柱
取
、
将
又
去
夏
も

大
村
其
外
他
邦
之
者
共
、
柱
倒

い
た
し
逃
去
候
付
而
者
、
則
元
方
共

工
可
申
届

候
処
、
無
其
儀
、
労
無
調
法
之
到
候
、
依
之
逼
塞
被
仰
付
も
の
也
、

嘉
永
四
年
亥
十

一
月
廿
六
日

」

こ
の
場
合
掘
子
が
多
久
町
の
者
や
、
大
村
藩

ほ
か
他
領
の
者
で
あ
る
こ
と
を

注
意
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
逃
亡
後
も
更

に
他
の
石
炭
山
に
流
入
し
転
々
と

流
動
し
て
ゆ
く
者
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
き
に
　
に
お
い
て
唐
津
領
の
炭
坑

の
石
炭
運
送
の
た
め
、
多
久
領
内

の

者
が
運
送
方
と
し
て
吸
引
さ
れ
、
多
久
領
の
石
炭
運
送
方

に
支
障
を
生
じ
て
い

た
こ
と
を
窺

っ
た
が
、
嘉
永
五
年
九

月
に
も
唐
津
領
の
石
炭
を
多
久
領

の
古
賀

津
ま
で
運
送
す
る
た
め
、
多
久
領
よ
り
多
数
稼
ぎ
に
出
て
、
多
久
領

の
狩
谷
の
炭

坑
で
は
石
炭
運
送

の
人
馬
が
少
く
な

っ
て
難
渋
し
、
小
物
成
方

に
、
領
内
の
人

馬
が
唐
津
領
の
石
炭
を
運
ば

ぬ
よ
う
手
当
さ
れ
た
い
旨
を
願

い
出
て
い
る
。

『
御
小
物
成
所
日
記

』

(
嘉
永
五
子
九
月

ヨ
リ
)

の
嘉
永
五
年
九
月
十
日
の
条

に
左
の
如
く
見
え
て
い
る
。

「

奉
願

口
上
覚

唐
津
御
領
石
炭
過
分
出
方
を
以
、
御
私
領
御
番
所
通

二
〆
古
賀
津
迄
運
送
之
儀
、

御
私
領
之
人
馬
数
多
運
送
仕
候

二
付
、
か
り
谷
石
炭
縄
之
出
方
相
成
候
を
も
、

運
送
之
人
馬
手
少
ク
、
場
売
炭
ホ
も
存
分
売
方
不
相
成
、
俵
炭
も
直
段
引
下
ケ

後
迄
難
渋
不
少
御
座
候
付
、
御
私
領
人
馬
之
儀
、
唐
津
炭
不
相
運
候
通
御
手
当

ヒ
成
下
度
奉
願
上
条
、
何
所
願
之
通
被
差
免
被
下
候
様
、
御
筋

々
急
度
被
仰
付

可
成
被
下
義
奉
願
上
候
、
巳
上

子
九
月

徳

蔵

御
小
物
成
方

久
米
蔵

御
代
官
所

供

蔵

御
役
所

」

の

安
政
四
年
六
月
廿
八
日
に
は
多
久
原
村

の
米
満
松
左
衛
門
が

『
刑
罰
帳

』

(嘉
永
三
年
戌
九
月
よ
り
)

に
次
の
如
く
見
え
て
い
る
。

「

仰

渡

南
里
三
郎
左
衛
門
与
帳

多
久
原
村米

満

松
左
衛
門

其
方
儀
兼
而
風
俗
不
宜
、
農
業
方
無
精

二
有
之
候
処
よ
り
家
居
も
致
沽
却
、
終

ニ
ハ
一
類
共

二
も
難
題
相
懸
、
石
炭
駄
賃

二
相
部
リ
、
石
炭
数
俵
相
紛
リ
、
炭

元
よ
り
之
車
送

二
船
津
請
取
判

二
作
署
い
た
し
、
炭
元
よ
り
不
審
相
立
及
問
合

候

二
付
、
有
銘
申
出
重
畳
申
断
候
得
共
、
炭
元
承
知
不
仕
候
付
、
暫
時
居
所
相

替
し
候
外
無
之
と
存
付
、
御
城
下
筋
罷
越
数
十
日
日
雇
相
部
、
罷
帰
候
上

ハ
被

一一



相
禁
置
候
唐
津
炭
白
石
筋

へ
附
出
売
払
、
労
背
御
法
言
語
道
断
不
届
者

二
候
、

依
之
百
五
拾
日
徒
罪
之
上
、

日
数
三

日
棒
杭

ヒ
相
晒
も
の
也

安
政
四
年
巳
六
月
廿
八
日

L

米
満
松
左
衛
門
は
南
部
三
郎
左
衛
門
の
与
帳

に
属
す
る
者
で
、

足
軽

で

あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
家
屋
敷
を
売
却
す
る
ほ
ど
困
窮
し
、
石
炭
運
送

の
駄
賃

稼

に
出
て
、
さ
ら
に
佐
賀
城
下
に
も

日
雇
稼

に
出
た
の
で
あ

っ
た
。

⑧

慶
応
四
年
八
月
に
は
、
多
久
領

の
別
府

・
古
賀
津
あ
た
り
の
者
が
唐
津
地

方

の
石
炭
山
の
日
雇

稼
に
出
て
、
薩
州
金
と

い
う
真
為
分
り
兼
ね
る
金
子
を
多

久
領
内
に
持
ち
込
み
使
用
し
た
た
め
、
以
後
取
締
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。
薩

州
金
を
支
払

っ
た
の
は
当
時
薩
摩
藩
が
経
営
し
て
い
た
石
炭
山
で
あ
ろ
う
。
も

っ
と
も
他
領

へ
の
出
稼
全
般
を
禁
じ
た
の
で
は
な
く
、
日
雇
賃
を
石
炭
で
支
払

わ
れ
る
な
ら
ぽ
、
積
極
的
に
日
雇
を
出
す
こ
と
を
考
え
て
お
り
、
他
領

へ
手
続

無
く
し
て
出
る
こ
と
は
原
則
と
し
て
は
国
禁
で
あ
る
が
、
他
面
で
は

「内

々
大

目

二
見
ら
れ
」
た
こ
と
で
も
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
点

に
、
石
炭
山
を
め
ぐ
る
当

時

の
状
況
を
察
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

「御
屋
形
日
記
」

(慶
応
三
年
卯
九
月
よ

り
同
四
年
辰
八
月
迄
)

の
辰
八
月
廿

一
日
の
条
に
次
の
如
く
見
え
て
い
る
。

「一
、
薩
州
金
遣
方
之
末
、
郡
方
が
被
相
達
候
次
第
、
左
之
通

一
筆
致
啓
達
候
、
郡
方
冷
呼
出
御
用
有
之
、
木
下
彦
四
郎
差
出
候
処
、
別
府

・
古
賀
津
辺
リ
之
者
共
唐
津
石
炭
山
日
雇
稼
き
と
し
て
罷
出
、
真
為
相
分

リ

兼
候
金
子
を
砥
川

・
西
川
其
外
最
寄
之
村

々
へ
遣
出
候
趣
相
聞
候
、
全
体
他

領

へ
無
手
数

二
而
罷
越
候
義
、
御
御

国
禁

二
候
処
、
右
之
次
第
不
宜
義

二
候
、

一
躰

ハ
御
調
子
二
も
相
成
筈
候

へ
共
、
以
後
右
様
之
義
無
之
通
、
於
御
内
輪

屹
度
御
手
〆
相
附
候
様
、
尤
是
申

一
約
定

二
而
日
雇

相
部
リ
居
、
何
ホ
之
訳

二
而
不
罷
出
候
哉
、
向
方
詮
問
合
ホ

い
た
し
候
節

ハ
金
子
之
善
悪
之
沙
汰

ハ

不
仕
、
日
雇
賃
之
義
、
以
後
石
炭

二
而
相
渡
候
半
者
、
是
迄
之
通
打
進
可
罷

出
、
能
様
相
答
候
口
口
役
筋
冷
懇

二
被
相
諭
候
様
、
尤
右
存
寄
之
向
も
右
之

候
半

ハ
早
速
無
伏
蔵
達
懸
相
成
候
様
、
労
執
行

に
可
被
相
達
候
由
御
座
候
末
、

御
当
役
方

二
相
達
、
急

二
御
取
〆
相
成
候
通
御
取
斗
可
被
成
候
、
此
段
為
可

申
越
如
此
御
座
候
、
恐
々
謹
言

八
月
十
二
日

米

倉

内
蔵
允

堀

江

新
九
郎

草

場

立
太
郎

様

別
啓
、
本
文

二
他
領
罷
出
候
義

ハ
御
国
禁

二
而
不
宜
、
尤
日
雇
賃
石
炭

二
而

遣
候

ハ
ニ
打
進
可
罷
出
と
相
答
候
情
と
の
言
葉

ハ
不
都
合
相
見
候

へ
共
、
表

向
之
御
控
と
内

々
大
目

二
見
ら
れ
候
と
の
事
と
被
相
考
候
、
委
細

ハ
大
庄
屋

筋

へ
一
昨
日
被
相
達
置
候
由
御
座
候
、
御
含
迄
申
越
候
、
以
上

内

蔵

允

新

九

郎

立

太

郎

様

L

以

上
、

窺

っ
て
き

た

史
料

は
数

少

い
が

、

一
応

幕

末

期

の
肥

前

多

久

地

方

の

炭

坑

労

働

者

に

つ

い
て
或

程

度

推

察

を
加

え

る

こ
と

が

出

来

よ
う

。

こ
と

に
①

・
④

・
⑤

の
事

例

の

よ

う

に
、

掘

子

に

は
豊

前

・
筑

前

・
大

村

領

等

他

国

よ
り

の

流

入

者

が
屡

見

ら

れ
、

そ

れ

と

並

ん

で

一
例

で

は
あ

る
が

、

多

久

町

の
者

も

い
る

こ

と
、

ま

た

⑤

・
⑤

・
⑦

の
事

例

の

よ

う

に
多

久

領

よ

り
唐

津

領

へ
石

炭

の
運

送
方

と

し

て
駄

賃

稼

に
出

る
者

が

多

か

っ
た

こ
と

、

ま

た
他

領

と

の
領

境

を
越

え

る

こ
と

は
事

実

上

容

易

に
な

っ
て

い
た

こ
と

を

知

る

の

で
あ

る
。

掘

子

に

つ

い

て

は
、

唐

津

藩

領

梶

山

村

の
石
炭

山

に

お

い
て

も

同

様

な

こ
と

が

指

摘

出

来

る

の

で
あ

っ

て
、

天

保

七

年

七
月

に
出

水

し
た

際

、

島

原
藩

小

浜

村

の
亀

八

が

土

場

の

石
炭

が

流

失

し
な

い
よ

う

片

付

け

た

後

、

川

へ
泳
ぎ

出

し

て
行

方

不

明

に
な

っ
た

こ
と

6
、

ま

た
佐

賀

藩

諫

早

領

長

尾

村

の
幸

之

介

が

天



保
九
年
よ
り
石
炭
山
稼
に
来
て
い
た
が
、
翌
十
年
正
月
に
持
病
再
発
し
、
三
月

に
国
元
ま
で
継
送
り
に
な

っ
て
い
る

こ
と
7
、
或
は
文
久
二
年
四
月
梶
山
村

の

石
炭
元
方
浅
右
衛
門
の
掘
子
三
六
人
、
恵
右
衛
門
の
掘
子
三
三
人
、
式
蔵

の
掘

子
十
四
人
の
出
身
地
が
筑
前

・
肥
前

・
平
戸

・
長
崎

・
嶋
原

・
柳
川

.
対
馬

(対
馬
領
の
意
か
)
等
広
汎
な
地
域

に
及
び
8
、
明
治
五
年
の
相
知

・
梶
山
村

の
石
炭
掘
子
も
筑
前

・
肥
前

・
伊
万

里

・
有
田

・
五
島

・
長
崎

・
筑
後
柳
川
等

で
あ

っ
た
の
で
あ
る
9
。

か
か
る
事
例
と
多
久
領
の
史
料
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
肥
前
多
久
領
に
お
い

て
も
専
業
の
掘
子
は
他
国
よ
り
の
流

入
者
を
主
と
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま

い

か
。
ま
た
、
同
時
に
多
久
領
内
か
ら
も
多
久
町
の
者

の
例
の
如
く
掘
子
に
出

つ

つ
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
掘
子
が
採
掘
に
つ
い
て
山
元
よ
り
も
山
の
実
情

を
知

っ
て
い
た
こ
と
は
当
然
で
あ

ろ
う
が
、
次
の
史
料
で
も
そ
れ
を
推
察
出
来

る
。

「
御
手
当
帳
」

(嘉
永
三
年
戌
九
月
よ
り
)

に
見
え
る
も
の
で
あ
る
　
。

「

申

渡

平

太

夫

吉

太

夫

其
方
共
儀

一
類
杢
左
衛
門

・
百
太
郎
古
賀
山
石
炭
掘
方
願
出
候
処
、
存
分
之
出

炭
無
之
、
納
金
合
不
塒
候

二
付
、
ま
ぶ
御
封
印
、
山
御
取
揚

二
相
成
候
末
、
跡

代
被
仰
付
候
処
、
是
又
思
和
敷
無
之
相
止
候
外
有
之
間
度
、
何
と
取
斗
可
然
軟
、

掘
方
之
儀
も

一
先
相
止
罷
至
候
半
、
掘
子
共

天
井
石
を
取
り
今
少
し
向

へ
掘

入
候

ハ
」
上
炭
可
有
之
申
述
候
を
、
杢
左
衛
門

・
百
太
郎
聞
付
、
其
方
共

ヘ
ハ

申
談
も
不
相
整
、
自
盤

二
天
井
石

を
相
迦
し
掘
方
相
整
、
扱
又
観
奇
堂
最
寄

へ

新
ま
ぶ
相
開
候
由
、
右
之
次
第

ハ
其
方
共
に
は
毛
頭
不
相
心
得
段
、
労
申
出
儀

二
候
得
共
、
右
様
手
数
込
之
儀
ホ
無

之
様
、
猶
又
精

々
立
入
心
配
相
整
候

ハ
而

不
相
叶
之
処
、
前
断
之
次
第
甚
以
等
閑
之
至

二
候
、
依
之
ま
ぶ
御
封
印
山
御
取

揚
被
成
も

の
也

文
久
元
年
酉
十
月
十
七
日

」

推

察

を

た

く

ま

し

く

す

れ
ば

、

筑

豊

等

他

国

よ

り
流

入

し

各

地

で

石
炭

に
経

験

あ

る

掘

子

に

よ

っ
て
石

炭

山

が

採

掘

さ

れ

て

い

っ
た

の

で

は
あ

る

ま

い

か

(
も

っ
と

も

此

の
点

で

は
多

久

領

の
石

炭

採

掘

の

歴

史

も

史

料

的

に
相

当

遡

れ

る

よ

う

で
、

更

に
年

代

を
遡

っ
て

研

究

す

る

必
要

を
感

じ

て

い

る

の

で
、

そ

れ

ほ
ど

積

極

的

に
主

張

す

る

つ
も

り

は
な

い
)

。

石

炭

運

送

方

に
多

久

領

の
者

が

日
雇

・
駄

賃

稼

に
出

て
領

境

を

越

え

て

い
た

こ
と

は
前

述

の
通

り

で

あ

る
が

、

佐

賀

藩

に
お

い

て

は
他

領

と

の
奉

公

関

係

の

出

入

を

厳

重

に
統

制

し

た

『
年

行

司
掟

』
が

あ

り

、

実

態

は
多

少

変

容

し

て

い

た

と

し

て
も

、

決

し

て

空

文

に

は

な

っ
て

は

い
な

か

っ
た
筈

で
、

ま

た

「
他

領

身

売

」

を

し

て

処

罰

さ

れ

た
事

例

も

あ

る
が

11
、

他

領

石
炭

山

へ
の

日

雇

.
駄

賃

稼

は
貧

農

層

へ
の
潤

い
と

し

て
、

大

目

に
見

ら

れ

た

の

で
あ

ろ

う
。

多

久

に

は
豊

富

な

史

料

が

あ

る

か
ら

今

後

と
も

史

料

を

探

り
肉

付

け

し

た

い

と
思

っ
て

い
る

。

註⑤
柱
取

り
、
柱
倒
し
は
同
義

か
否
か
、
ま
た
そ
の
意
味
も
明
ら
か
で
な

い
が
、

残
柱
を
採
掘
す
る
こ
と
で
は
あ
る
ま

い
か
。
杭
木
を
取
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

な
い
で
は
な
い
が
、

い
づ
れ
に
し
ろ
坑
内

の
状
況
を
悪
く
す
る
意
味

に
使
わ

れ
て
い
る
。
御
教
示
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

⑥
⑦

『
筑
豊
石
炭
蹟
業
史
年
表

』
に
よ
る
。
出
典
は
梶
山
村
峯
家
文
書
。

⑧
槽
垣
元
吉

「
唐
津
藩
石
炭
史
の
研
究
」

(
『
史
淵

』
第
八
二
輯
)

一
〇

一
頁
。

⑦
隅
谷
三
喜
男
著

『
日
本
石
炭
産
業
分
析

』
八
二
-
八
四
頁
。

⑩

こ
れ
と
関
連
し
て
文
久
元
年
酉
十
月
十
七
日
、
杢
左
衛
門

.
百
太
郎

に
対
す

る

「
申
渡
」
が
あ
る

(嘉
永
三
年
戌
九
月
よ
り

『
刑
罰
帳

』
)

一一



①

『
御
屋
形
日
記

』

(安
政
五
年
九
月
ず
六
年
八
月
迄
)

安
政
五
年
十
二
月
十
八
日
条
。
鶴
田
又
右
衛
門
与
帳
牟
田
辺
村
七
田
万
平

に

つ
い
て

「前
方
も
他
領
身
売

い
た
し
御
手
当
被
仰
付
置
候
処
…
…
」
と
あ
る
。

〔
補

遺

〕

脱
稿
後
気
付
い
た
も
の
で
、
明
治
四
年
七
月
と
推
定
さ
れ
る
史
料
で
あ
る
が
、

廃
藩
以
前
で
幕
末
の
状
況
も
推
察

で
き
る
の
で
次
に
掲
げ

る
。
副
島
家
文
書

(多
久
市
立
図
書
館
所
蔵
)

の
中

の
も
の
で
あ
る
。
多
久
郷
高
木
川
内
村
源
右

衛
門
は
、
全
郷
小
侍
村

に
石
炭
掘
方
の
請
元
を
願

い
出
た
際
に
次
の
如
く
述
べ

て
い
る
。

「

奉
願
口
上
覚

多
久
郷
小
侍
村
之
儀
、
地
行
貧
窮
之
村
柄
、
近
年
打
続
凶
作
大
損
毛
之
末
、
未

取
繋
出
来
兼
、
当
時
柄
日
雇

ホ

相
峠
候
向
も
無
御
座
、
既

二
及
飢
命
候
参
懸

二

而
、
い
つ
れ
之
仕
成
を
以
な
り
共
、
日
用
相
弁
可
申
哉
と
夜
白
讃
談
仕
候
半
、

高
木
川
内
村
分
二
谷
熊
元
と
申
所

へ
相
応
之
炭
立
有
之
趣

二
付
、
其
職
之
者
召

連
見
調
子
候
処
、
別
紙
之
通
出
炭
有
之
見
込

二
付
、
右
石
炭
掘
方
相
始
候

ハ
玉
、

日
雇
其
外
活
計
之
手
段
相
附
可
申
、
至
極
之
仕
合

二
相
心
得
罷
仕
候
、
…
…
…

(
以
下
略
)
…
…
…

未
七
月

高
木
川
内
村

源
右
衛
門

」

石
炭

の
採
掘
を
は
じ
め
る
こ
と
に
よ

つ
て
、
貧
窮

の
村

に
日
雇
の
雇
傭
機
会
そ

の
ほ
か
生
計

の
途
が
開
け
る
で
あ

ろ
う
と
願

い
出
て
、
別
紙

の

「仕
組
覚
」

の

中
に
は
、

「
掘
子
許
石
炭
下
シ
之
者
其
外
日
雇

、
村
方
耕
作
手
透
者
参
相
部

可
申
、
扱
又

地
方
詮
炭
掘
稼
と
し
て
諸
方
参
居

候
者
を
も
召
呼
、
他
方
之
者

ハ
成
丈
相
交
申

間
敷
候
」

と
あ
り
、
掘
子

・
運
送
方

・
日
雇
が
村
方

の
農
間
稼
や
、
領
内
各
地
か
ら
入
り

込

ん

で

い
る

専

業

的

炭

掘
稼

の
老

を

雇

傭

す

る

こ
と

を

述

べ

る
と

と

も

に
、

他

方

之

者

を

な

る

だ

け

入

れ

な

い

こ
と

を

云

つ
て

い
る

が
、

①

の
史

料

の
如

く

他

領

の
者

が

入

り

込

ま

ぬ

こ

と

を

条
件

に
採

掘

を
許

さ

れ

た

に
も

か

か

わ

ら
ず

、

実

際

に

は
他

領

の
者

が

入

り
込

ん

で

い

た

こ

と

を
考

う

れ

ぽ

、

こ

こ

に

「
成

丈
」

と

あ

る

の

は

相

当

幅

の
あ

る

こ
と

と

考

え

ら
れ

る
。

後

記小

稿

を
草

す

る

に
あ

た

り
、

多

久

市

立

図

書

館

に
種

々
御

世

話

に

な

っ
た
。

館

長

龍

野

一
務

氏
、

司

書

細

川

章

さ

ん

に
紙

上

を
借

り

て

感

謝

の
意

を
表

す

る

。
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